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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第２四半期連結
累計期間

第71期
第２四半期連結

累計期間
第70期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 36,107,858 33,943,303 71,052,140

経常利益 （千円） 2,830,352 1,673,334 5,247,299

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,849,926 1,109,224 2,852,907

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,912,981 1,160,763 4,453,143

純資産額 （千円） 25,503,136 28,161,030 28,039,529

総資産額 （千円） 53,054,859 56,951,838 53,597,742

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 29.74 17.84 45.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.5 47.7 49.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 5,862,918 2,218,315 8,545,221

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △458,029 △544,002 △1,138,674

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △5,620,088 △1,038,175 △4,728,030

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 7,186,789 11,114,515 10,478,700

 

回次
第70期

第２四半期連結
会計期間

第71期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 20.83 12.73

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２　売上高には、消費税等は含まれていません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としています。

 

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、一部に弱さがみられるものの、緩やかな回復基調が引き続く

と予想されています。その要因としては雇用・所得環境が改善されたことを受けて個人消費が底堅く推移している

こと、企業収益が堅調に推移していることを背景に設備投資に対する前向きな姿勢が窺えることなどが挙げられて

います。

　しかし、海外経済に目を向けると、特に中国経済の減速が明らかになるにつれ、世界経済全体への負の波及効果

が懸念されていることや欧州・中東における地政学リスクの存在、新興国経済の減速傾向など先行きに対する不透

明感も高まりつつあります。総じて我が国経済の先行きに関しては前述の各種要因の動向に大きく影響を受けると

推察されます。

　当社グループが主に事業を展開している建設業界におきましては、国内需要に関しては、公共投資が減少傾向な

がら引き続き高水準で推移していることや企業の設備投資が増加基調にあることを受け、受注環境の改善が図られ

ています。しかし、一方では依然として技術労働者不足に起因する施工能力の確保が課題となっていること、調達

コストの今後の動向など、予断を許さぬ状況が続いています。

　かかる状況下におきまして、当社グループの当第２四半期連結累計期間における連結売上高は339億４千３百万

円（前年同四半期比6.0％減）となりました。損益面につきましては、営業利益が14億８千９百万円（前年同四半

期比46.6％減）、経常利益が16億７千３百万円（前年同四半期比40.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

が11億９百万円（前年同四半期比40.0％減）となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりです。

①建設事業　　　　　　　当第２四半期連結累計期間における建設事業の業績につきましては、受注高は前年同四

半期と比べ31.4％増の460億９千９百万円、売上高は前年同四半期と比べ7.0％減の320

億２千５百万円となり、セグメント利益についても前年同四半期と比べて48.7％減の13

億９千万円となりました。

②ゴルフ場事業　　　　　ゴルフ場事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期と比べ4.6％減の１億５千

８百万円となり、セグメント利益についても前年同四半期と比べて46.9％減の１千５百

万円となりました。

③ホテル事業　　　　　　ホテル事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期と比べ18.2％増の９億５千９

百万円となり、セグメント利益についても前年同四半期と比べて178.4％増の４千５百

万円となりました。

④広告代理店事業　　　　広告代理店事業の業績につきましては、売上高は前年同四半期と比べ14.0％増の８億５

千２百万円となり、セグメント利益についても前年同四半期と比べて65.8％増の３千６

百万円となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は前期末比６億３千６百

万円増加し、111億１千５百万円となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加22億１千８百万円（前年同四半期は58億６千３百万円の増加）の主な内訳は、未成工

事支出金等の減少により資金が14億５千１百万円増加したことと、四半期純利益の計上および法人税等の支払によ

り資金が６億２百万円増加したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少５億４千４百万円（前年同四半期は４億５千８百万円の減少）の主な内訳は、有形固

定資産の取得により資金が３億７千７百万円減少したことと、定期預金の預入および払戻により資金が１億９千１

百万円減少したことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少10億３千８百万円（前年同四半期は56億２千万円の減少）の主な内訳は、配当金の支

払により支出により資金が７億４千２百万円減少したことと、子会社株式の取得により資金が２億９千２百万円減

少したことによるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、34百万円です。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 68,368,532 68,368,532
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 68,368,532 68,368,532 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 68,368,532 － 9,116,492 － －
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

北野管財合同会社 東京都品川区北品川６丁目６番15号 4,838 7.07

株式会社テル・コーポレーション 東京都渋谷区代々木４丁目42番19号 4,340 6.34

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１丁目18番６号 3,166 4.63

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178番地８号 3,064 4.48

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 3,063 4.48

株式会社松屋 東京都中央区銀座３丁目６番１号 1,365 1.99

浅井　輝彦 東京都目黒区 1,132 1.65

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 1,130 1.65

東映株式会社 東京都中央区銀座３丁目２番17号 1,117 1.63

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 東京都港区浜松町２丁目11番３号 918 1.34

計 － 24,133 35.26

　（注）　上記のほか、自己株式が6,033千株（8.82％）あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

普通株式

（自己保有株式）

6,033,000

普通株式

（相互保有株式）

255,000

－

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他）（注）
普通株式

61,186,000
61,184 同上

単元未満株式
普通株式

894,532
－ －

発行済株式総数 68,368,532 － －

総株主の議決権 － 61,184 －

　（注）　完全議決権株式（その他）の中には、株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株式

2,000株が含まれています。これらによる議決権２個は議決権の個数の計算から除いています。

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有

株式数
（株）

他人名義所有
株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

北野建設株式会社
長野市県町

524番地
6,033,000 － 6,033,000 8.82

（相互保有株式）      

株式会社

アサヒエージェンシー

長野市問御所

1306番地１
255,000 － 255,000 0.37

計 － 6,288,000 － 6,288,000 9.19

　（注）　この他に株主名簿上は当社名義になっていますが、実質的に所有していない株数が2,000株（議決権２個）あ

ります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しています。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,199,117 12,025,532

受取手形・完成工事未収入金等 11,781,175 13,919,273

販売用不動産 3,743,094 3,688,047

未成工事支出金 2,359,886 908,579

開発事業等支出金 41,233 41,487

その他のたな卸資産 ※１ 83,117 ※１ 77,302

繰延税金資産 818,036 419,577

その他 1,156,782 3,396,609

貸倒引当金 △73,952 △21,572

流動資産合計 31,108,488 34,454,834

固定資産   

有形固定資産   

土地 6,400,896 6,400,896

その他 17,693,010 17,980,675

減価償却累計額 △9,737,244 △9,977,802

有形固定資産合計 14,356,662 14,403,769

無形固定資産 241,911 233,216

投資その他の資産   

投資有価証券 6,095,792 6,124,652

長期貸付金 29,328 29,524

繰延税金資産 429,921 405,234

その他 1,368,366 1,332,939

貸倒引当金 △32,726 △32,330

投資その他の資産合計 7,890,681 7,860,019

固定資産合計 22,489,254 22,497,004

資産合計 53,597,742 56,951,838
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 10,941,133 13,136,296

短期借入金 1,000,000 1,000,000

未払法人税等 1,071,178 132,543

未成工事受入金 5,435,345 5,612,639

引当金 621,240 296,660

その他 1,550,274 3,816,602

流動負債合計 20,619,170 23,994,740

固定負債   

退職給付に係る負債 370,818 320,971

会員預託金 2,643,400 2,578,600

繰延税金負債 1,665,705 1,656,633

その他 259,120 239,864

固定負債合計 4,939,043 4,796,068

負債合計 25,558,213 28,790,808

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,116,492 9,116,492

資本剰余金 5,066,262 5,394,762

利益剰余金 11,563,201 11,927,320

自己株式 △1,275,910 △1,279,632

株主資本合計 24,470,045 25,158,942

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,724,767 1,742,698

繰延ヘッジ損益 19,128 7,446

為替換算調整勘定 270,950 374,581

退職給付に係る調整累計額 △115,658 △103,152

その他の包括利益累計額合計 1,899,187 2,021,573

非支配株主持分 1,670,297 980,515

純資産合計 28,039,529 28,161,030

負債純資産合計 53,597,742 56,951,838
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高   

完成工事高 27,727,493 31,685,101

兼業事業売上高 8,380,365 2,258,202

売上高合計 36,107,858 33,943,303

売上原価   

完成工事原価 25,065,668 28,853,400

兼業事業売上原価 6,245,131 1,489,694

売上原価合計 31,310,799 30,343,094

売上総利益   

完成工事総利益 2,661,825 2,831,701

兼業事業総利益 2,135,234 768,508

売上総利益合計 4,797,059 3,600,209

販売費及び一般管理費 ※１ 2,007,475 ※１ 2,111,237

営業利益 2,789,584 1,488,972

営業外収益   

受取利息 8,563 24,257

受取配当金 56,441 64,617

会員権引取差額 36,876 40,021

貸倒引当金戻入額 4,069 50,626

その他 13,749 26,791

営業外収益合計 119,698 206,312

営業外費用   

支払利息 50,714 17,439

為替差損 27,351 -

その他 865 4,511

営業外費用合計 78,930 21,950

経常利益 2,830,352 1,673,334

特別利益   

固定資産売却益 27,684 -

負ののれん発生益 48,012 -

その他 - 707

特別利益合計 75,696 707

特別損失   

投資有価証券評価損 8,466 -

固定資産処分損 1,079 22,622

特別損失合計 9,545 22,622

税金等調整前四半期純利益 2,896,503 1,651,419

法人税、住民税及び事業税 233,187 125,007

法人税等調整額 833,531 386,295

法人税等合計 1,066,718 511,302

四半期純利益 1,829,785 1,140,117

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△20,141 30,893

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,849,926 1,109,224
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 1,829,785 1,140,117

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 204,049 18,257

繰延ヘッジ損益 △3,345 △11,682

為替換算調整勘定 △132,834 1,565

退職給付に係る調整額 15,326 12,506

その他の包括利益合計 83,196 20,646

四半期包括利益 1,912,981 1,160,763

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,983,687 1,231,609

非支配株主に係る四半期包括利益 △70,706 △70,846
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,896,503 1,651,419

減価償却費 292,041 326,073

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △26,905 △31,440

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,069 △52,749

その他の引当金の増減額（△は減少） △172,159 △324,580

受取利息及び受取配当金 △65,004 △88,873

支払利息 50,714 17,439

為替差損益（△は益） 64,754 △32,306

負ののれん発生益 △48,012 －

売上債権の増減額（△は増加） 3,824,828 △2,137,608

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △1,545,358 1,451,054

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,498,365 61,042

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,976,399 △2,256,661

仕入債務の増減額（△は減少） △4,485,237 2,194,649

未成工事受入金の増減額（△は減少） 537,516 177,294

その他 2,438,971 2,242,395

小計 6,280,549 3,197,148

利息及び配当金の受取額 60,575 88,282

利息の支払額 △50,714 △17,439

法人税等の支払額 △427,492 △1,049,676

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,862,918 2,218,315

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △116,422 △377,479

有形固定資産の売却による収入 48,300 －

投資有価証券の取得による支出 △1,367 △412

貸付けによる支出 △30,911 △2,272

貸付金の回収による収入 1,810 1,539

定期預金の預入による支出 △769,716 △1,010,519

定期預金の払戻による収入 371,515 819,916

その他 38,762 25,225

投資活動によるキャッシュ・フロー △458,029 △544,002

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △4,050,943 －

自己株式の取得による支出 △2,953 △3,682

配当金の支払額 △557,563 △741,731

非支配株主への配当金の支払額 △2,380 △2,380

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △291,631

その他 △6,249 1,249

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,620,088 △1,038,175

現金及び現金同等物に係る換算差額 △91,130 △323

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △306,329 635,815

現金及び現金同等物の期首残高 7,493,118 10,478,700

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 7,186,789 ※１ 11,114,515
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【注記事項】

【会計方針の変更】

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しています。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の

確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる

方法に変更しています。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っています。

　当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社

株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載

し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却

に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載していま

す。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわ

たって適用しています。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は328,461千円減少しています。また、当第２四

半期連結会計期間末の資本剰余金が328,461千円増加しています。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　その他のたな卸資産の内訳

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

材料貯蔵品 73,241千円 67,419千円

商品 9,876 9,883

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

従業員給料及び手当 658,983千円 694,681千円

退職給付費用 39,742 36,511

賞与引当金繰入額 87,125 87,216

減価償却費 145,647 188,837

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金預金勘定 7,906,604千円 12,025,532千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △719,815 △911,017

現金及び現金同等物 7,186,789 11,114,515

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日

定時株主総会
普通株式 561,309 9.0  平成26年３月31日  平成26年６月23日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 748,162 12.0  平成27年３月31日  平成27年６月22日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）１ 建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業
広告代理店

事業

売上高        

外部顧客への売上高 34,444,545 163,549 806,905 692,859 36,107,858 － 36,107,858

セグメント間の内部

売上高又は振替高
360 2,214 4,665 54,251 61,490 △61,490 －

計 34,444,905 165,763 811,570 747,110 36,169,348 △61,490 36,107,858

セグメント利益 2,708,344 28,938 16,219 21,734 2,775,235 14,349 2,789,584

（注）１．セグメント利益の調整額14,349千円は、全てセグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）１ 建設事業 ゴルフ場事業 ホテル事業
広告代理店

事業

売上高        

外部顧客への売上高 32,024,176 155,560 957,128 806,439 33,943,303 － 33,943,303

セグメント間の内部

売上高又は振替高
449 2,600 1,978 45,176 50,203 △50,203 －

計 32,024,625 158,160 959,106 851,615 33,993,506 △50,203 33,943,303

セグメント利益 1,390,237 15,370 45,146 36,025 1,486,778 2,194 1,488,972

（注）１．セグメント利益の調整額2,194千円は全て、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 29円74銭 17円84銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,849,926 1,109,224

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
1,849,926 1,109,224

普通株式の期中平均株式数（千株） 62,211 62,190

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月６日

北野建設株式会社

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 齊藤　浩司

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 村田　征仁

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北野建設株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北野建設株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　会計方針の変更に記載されているとおり、会社は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９

月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会

計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間より適用している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管

しています。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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